
　　
　

夏
季
特
集
号

　　

『 

変
容
す
る
電
気
事
業
の

　
　
　
　

経
営
課
題
と
選
択
肢 

』

　

 

電
力
中
央
研
究
所
研
究
報
告
会
２
０
１
６
で
の
報
告
概
要

　
　

１
．
は
じ
め
に

　
　

２
．
電
気
事
業
に
お
け
る
社
会
科
学
研
究

　
　

３
．
再
エ
ネ
導
入
と
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

　
　

４
．
原
子
力
と
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

　
　

５
．
お
わ
り
に

　

一
般
財
団
法
人　

電
力
中
央
研
究
所 

　
　

　
　
　

研
究
参
事　

社
会
経
済
研
究
所
長　

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

 
 

長
野　

浩
司

２
０
１
６（
平
成
28
）
年
８
月
15
日
（
月
曜
日
）
第
７
４
０
５
号
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１
．
は
じ
め
に

　

私
ど
も
電
力
中
央
研
究
所
（
以
下
、
電
中
研
）
は
、
今
年
５
月
17

日
、
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で
「
研
究
報
告
会

２
０
１
６
～
変
容
す
る
電
気
事
業
の
経
営
課
題
と
選
択
肢
」
を
開
催

し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
報
告
内
容
を
中
心
に
概
観
す
る
。

　

２
．
電
気
事
業
に
お
け
る
社
会
科
学
研
究

　

電
力
の
供
給
・
利
用
と
そ
の
影
響
に
係
る
技
術
研
究
を
使
命
と
す

る
電
中
研
に
あ
っ
て
、
社
会
科
学
研
究
部
門
は
１
９
５
１
年
の
設
立

以
来
、
活
動
を
続
け
て
き
た
。
電
中
研
の
産
み
の
親
で
あ
る
松
永
安

左
ヱ
門
翁
は
、
電
中
研
設
立
に
あ
た
っ
て
「
経
済
の
知
識
を
生
か
し

て
技
術
の
研
究
を
行
う
必
要
」
「
電
気
事
業
に
携
わ
る
各
種
の
専
門

家
が
互
い
に
入
り
交
っ
て
、
他
の
専
門
（
土
木
、
機
械
、
電
気
、
経
済
、

法
律
な
ど
）
の
知
識
を
行
住
坐
臥
の
間
に
で
き
る
だ
け
理
解
す
る
こ

と
」
と
の
言
葉
を
遺
し
て
い
る
。

　

筆
者
が
所
長
を
務
め
る
社
会
経
済
研
究
所
は
、
経
済
学
、
法
学
、

政
策
科
学
な
ど
の
社
会
科
学
の
み
な
ら
ず
、
電
気
工
学
、
シ
ス
テ
ム

工
学
な
ど
理
工
系
の
知
見
や
学
術
基
盤
を
も
統
合
し
つ
つ
、
研
究
を

展
開
し
て
い
る
。
目
下
の
最
重
要
課
題
は
、
進
行
す
る
「
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
」
と
、
と
き
に
そ
れ
と
独
立
に
進
行
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の

大
量
導
入
」
や
「
原
子
力
の
事
業
環
境
整
備
」
と
の
間
の
整
合
性
、

す
な
わ
ち
「
電
気
事
業
規
制
改
革
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
適
切
な
融

合
」
で
あ
る
。
以
下
に
、
現
在
ま
で
に
得
た
成
果
の
一
部
を
具
体
的
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に
示
す
。

　

成
果
の
紹
介
に
先
立
っ
て
、
一
言
申
し
添
え
た
い
。
理
工
系
の
研

究
と
対
比
し
た
際
の
社
会
科
学
研
究
の
特
徴
は
、
前
者
が
時
空
を
越

え
て
不
変
か
つ
普
遍
の
自
然
原
理
や
法
則
、
す
な
わ
ち
「
真
実
」
を

対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
状
況
に
依
存
す
る
価
値
観
に
基

づ
く
社
会
的
選
択
、
す
な
わ
ち
「
現
実
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
時
々
刻
々
変
化
す
る
状
況
に
対
し
て
、
最
も
適
切
な
解
も
変
化

し
て
い
く
。
こ
の
意
味
で
、
社
会
科
学
の
研
究
に
は
「
完
成
」
が
な
い
。

以
下
に
示
す
理
解
や
認
識
も
、
あ
く
ま
で
現
時
点
の
も
の
で
あ
っ
て
、

前
提
条
件
や
状
況
が
替
わ
る
毎
に
、
さ
ら
な
る
精
査
や
見
直
し
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。

　

３
．
再
エ
ネ
導
入
と
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
中
長
期
的
に
低
減
し
て
い
く
上
で
、
再

エ
ネ
に
よ
る
電
力
供
給
は
、
最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
再
エ
ネ
の
大
量
導
入
を
図
る
に
連
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
出
現
す
る
こ
と
が
、
先
行
す
る
欧
州
諸
国
の
経
験
な
ど
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
な
ど
に
よ
っ
て
費
用
回
収
が
担
保
さ
れ
た
再
エ

ネ
電
力
が
卸
電
力
市
場
に
投
入
さ
れ
た
際
に
、
卸
電
力
価
格
を
過
度

に
引
き
下
げ
る
一
方
で
、
競
合
す
る
従
来
型
の
電
源
の
設
備
利
用
率

を
低
下
さ
せ
、
そ
の
双
方
が
重
畳
し
て
従
来
型
電
源
の
費
用
回
収
を

困
難
に
す
る
、
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
マ
ネ
ー
問
題
」
と
し
て
知
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。
極
端
な
場
合
は
、
そ
れ
ら
競
合
電
源
が
市
場
退
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
結
果
と
し
て
電
力
供
給
の
安
定
性
（
ア
デ
カ
シ
ー
）

を
損
ね
る
こ
と
に
な
る
。
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電
中
研
で
は
、
開
発
を
進
め
て
き
た
「
需
給
運
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」

を
用
い
て
、
再
エ
ネ
大
量
導
入
時
の
、
競
争
的
な
電
力
市
場
に
お
け

る
ア
デ
カ
シ
ー
確
保
に
つ
い
て
定
量
的
に
分
析
し
た
。
「
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
お
け
る
電
源
構
成

で
、
再
エ
ネ
電
力
の
シ
ェ
ア
を
22
～
24
％
と
し
て
い
る
。
こ
の
想
定

の
下
に
、
既
存
電
源
と
の
間
の
市
場
競
争
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
前
提
と
し
た
考
え
方
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

卸
電
力
市
場
で
は
、
短
期
限
界
費
用
（
ほ
ぼ
増
分
燃
料
費
に
一
致
）

に
基
づ
く
価
格
形
成
が
な
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
オ
ー

ダ
ー
順
に
電
源
を
稼
働
さ
せ
て
い
き
、
需
要
を
満
た
し
た
と
き
の
（
最

も
高
価
な
）
短
期
限
界
費
用
が
卸
電
力
価
格
と
な
る
。
そ
の
際
に
、

固
定
費
（
資
本
費
、
運
転
維
持
費
）
を
合
わ
せ
た
全
発
電
費
用
を
回

収
で
き
る
電
源
（
kWh
市
場
適
応
電
源
）
は
競
争
に
生
き
残
れ
る
が
、

回
収
で
き
な
い
電
源
は
市
場
か
ら
の
退
出
を
迫
ら
れ
る
。
電
力
需
要

か
ら
太
陽
光
発
電
の
出
力
を
差
し
引
い
た
需
要
（
差
引
需
要
）
の
年

間
最
大
値
に
、
適
切
な
予
備
力
（
こ
こ
で
は
差
引
需
要
の
８
％
と
し

た
）
を
加
え
た
も
の
を
、
ア
デ
カ
シ
ー
確
保
の
た
め
に
必
要
な
総
設

備
容
量
（
ア
デ
カ
シ
ー
維
持
必
要
容
量
）
と
す
る
。
kWh
市
場
適
応
容

量
が
こ
れ
を
下
回
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
分
（
ア
デ
カ
シ
ー
不
足
容

量
）
分
を
補
う
た
め
の
追
加
的
な
設
備
確
保
策
が
必
要
と
な
る
。

　

分
析
の
詳
細
は
割
愛
し
、
結
果
の
み
を
示
す
と
、
燃
料
価
格
な
ど

に
依
存
す
る
も
の
の
、
２
０
３
０
年
時
点
で
の
ア
デ
カ
シ
ー
不
足
容

量
は
１
３
０
０
～
２
７
０
０
万
㎾
と
な
り
、
ア
デ
カ
シ
ー
不
足
容
量

分
の
電
源
が
kWh
市
場
で
生
き
残
れ
る
た
め
に
は
、
年
間
約
３
５
０
０

～
４
３
０
０
円
／
㎾
の
支
払
い
（
補
助
）
が
必
要
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
kWh
市
場
に
適
応
で
き
な
い
電
源
の
多
く
が

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
新
規
導
入
が
想
定
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
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Ｇ
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
設
備
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ-

Ｃ
Ｃ
）
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
前
記
ア
デ
カ
シ
ー
確
保
策
は
、
主
と
し

て
既
設
発
電
設
備
の
維
持
延
命
を
狙
い
と
す
る
「
戦
略
的
予
備
力
」

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
導
入
も
し
く
は
検
討
中
）
で
は

な
く
、
新
規
設
備
を
も
含
む
全
設
備
を
対
象
と
す
る
制
度
設
計
が
必

要
で
あ
る
と
い
え
る
。

 

戦
略
的
予
備
力
を
含
む
「
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
＝
６
ペ
ー
ジ
掲
載

の
表
参
照
＝
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
手
法
に
は
、
市
場
取
引
を
通
じ
て

必
要
容
量
の
確
保
を
図
る
「
容
量
市
場
」
な
ど
い
く
つ
か
の
類
例
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
と
得
失
を
併
せ
持
つ
。
具
現
化
に
あ
た
っ
て

は
、
慎
重
か
つ
入
念
な
比
較
衡
量
、
導
入
後
の
臨
機
の
手
直
し
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
前
記
の
評
価
は
前
提
と
す
る
条
件
に
よ
っ
て
結
果
が

変
わ
る
の
で
、
状
況
に
応
じ
た
再
評
価
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

前
節
末
尾
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
の

議
論
へ
の
貢
献
も
果
た
し
て
行
き
た
い
。

　

再
エ
ネ
導
入
に
伴
う
課
題
は
他
に
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
配
電

の
費
用
回
収
が
困
難
に
な
る
現
象
を
指
摘
し
て
お
く
。
配
電
設
備
の

維
持
・
更
新
・
拡
張
は
、
設
備
投
資
ゆ
え
固
定
的
な
費
用
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
従
量
料
金
に
含
め
る
形
で
回
収
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
、

家
庭
の
屋
根
設
置
型
Ｐ
Ｖ
な
ど
の
再
エ
ネ
が
拡
大
し
、
発
電
電
力
の

自
家
消
費
が
増
大
し
た
場
合
は
、
そ
の
分
だ
け
系
統
需
要
か
ら
の
離

脱
を
生
じ
、
上
記
の
配
電
固
定
費
の
従
量
料
金
に
よ
る
回
収
が
難
し

く
な
る
。
単
純
に
kWh
あ
た
り
の
賦
課
金
を
上
げ
れ
ば
、
再
エ
ネ
電
力

と
の
値
差
を
さ
ら
に
不
利
に
す
る
の
で
、
再
エ
ネ
導
入
と
系
統
電
力

か
ら
の
離
脱
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。
こ
の
問
題
は
、

既
に
欧
州
諸
国
で
「
デ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

日
本
で
も
今
後
の
動
向
が
懸
念
さ
れ
る
。
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容量メカニズム
容量市場（集
中型）

容量市場（分
散型）

戦略的予備力 容量支払い

主な導入国 米国PJM、
ISO-NE
英国

フランス（検
討中）
米国CAISO

ドイツ(検討
中）
スウェーデン

スペイン
イタリア
ギリシャ

概要 発電事業者が
電源を容量市
場に入札
費用は小売事
業者に負担

公的主体が条
件を満たす容
量を認証
小売事業者に
認証容量の確
保を義務付け

緊急時に不足
する容量を系
統運用者が事
前に確保

公的主体が発
電事業者が保
有する容量に
応じた報酬を
定期的に支払
い

得失 制度が大規模、
運用コスト大

取引の流動性、
透明性

制度としての
効率、不公平
感

制度としての
非効率性

容量市場（集
中型）

容量市場（分
散型）

戦略的予備力 容量支払い

主な導入国 米国PJM、
ISO-NE
英国

フランス（検
討中）
米国CAISO

ドイツ(検討
中）
スウェーデン

スペイン
イタリア
ギリシャ

概要 発電事業者が
電源を容量市
場に入札
費用は小売事
業者に負担

公的主体が条
件を満たす容
量を認証
小売事業者に
認証容量の確
保を義務付け

緊急時に不足
する容量を系
統運用者が事
前に確保

公的主体が発
電事業者が保
有する容量に
応じた報酬を
定期的に支払
い

得失 制度が大規模、
運用コスト大

取引の流動性、
透明性

制度としての
効率、不公平
感

制度としての
非効率性

1
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電
中
研
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
と
再
エ
ネ
導
入
と
を
整
合
さ
せ
る
施
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
を
続
け
て
い
く
。

　

４
．
原
子
力
と
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

　

低
炭
素
化
の
実
現
に
向
け
て
、
再
エ
ネ
と
並
ん
で
原
子
力
発
電
の

果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
い
。
し
か
し
、
電
力
自
由
化
の
下
で
は
、

電
源
の
価
値
を
市
場
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
帰
結
と
し
て
原

子
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
と
の
認
識
は
根
強
い
。
欧
米

諸
国
を
み
て
も
、
新
規
設
置
や
増
設
を
進
め
て
い
る
国
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
米
国
の
新
増

設
の
計
画
も
、
事
業
規
制
が
残
存
し
て
い
る
州
（
規
制
州
）
の
事
業

者
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
卸
電
力
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、
既
設
炉
の

維
持
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
経
済
的
な
理
由
で
早
期
廃
炉
を

迫
ら
れ
る
事
例
も
み
ら
れ
て
い
る
。

　

総
括
原
価
の
下
で
の
「
常
識
」
は
、
原
子
力
は
、
固
定
費
は
大
き

い
も
の
の
変
動
費
が
小
さ
く
か
つ
安
定
し
て
お
り
、
優
良
な
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
価
格
変

動
リ
ス
ク
を
抱
え
る
卸
電
力
市
場
で
の
電
源
間
競
争
に
お
い
て
は
、

発
電
コ
ス
ト
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
変
動
が
直
接
に

売
電
収
入
の
多
寡
に
影
響
す
る
と
い
う
意
味
で
、
安
定
電
源
と
い
う

よ
り
も
む
し
ろ
リ
ス
ク
電
源
の
特
徴
を
帯
び
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、

ベ
ー
ス
運
転
に
よ
る
高
稼
働
の
下
で
は
、
コ
ス
ト
低
減
の
余
地
も
小

さ
い
と
い
え
る
。
欧
州
諸
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
下
で
も

原
子
力
の
新
増
設
を
進
め
る
た
め
の
経
済
的
措
置
を
考
案
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ-

Ｃ
ｆ
Ｄ
（
差
額
決
済
契
約
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の
固
定
価
格
買
取
）
は
、
政
府
機
関
が
事
業
者
と
の
交
渉
で
合
意
し

た
ス
ト
ラ
イ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
に
基
づ
き
、
市
場
価
格
と
そ
れ
と
の
差

額
を
精
算
す
る
形
で
電
力
を
買
い
取
る
制
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
な
ど
で
は
大
口
需
要
家
と
の
共
同
体
事
業
な
い
し
長
期
契

約
に
よ
り
、
出
資
者
が
電
力
を
発
電
原
価
で
買
い
取
る
制
度
な
ど
も

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
得
失
が
あ
り
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ-

Ｃ
ｆ
Ｄ
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
の
設
定
の
難

し
さ
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
の
国
家
補
助
規
則
違
反
に
あ
た
る
の
で
は
な

い
か
と
の
疑
義
が
持
た
れ
た
（
こ
の
疑
義
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
修

正
措
置
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
既
に
解
消
し
て
い
る
）
。

　

原
子
力
が
、
低
炭
素
化
の
「
切
り
札
」
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る

た
め
に
は
、
卸
電
力
市
場
で
の
価
格
リ
ス
ク
を
適
切
に
ヘ
ッ
ジ
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
原
子
力
発
電
へ
の
投
資
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

５
．
お
わ
り
に

　

以
上
に
示
し
た
研
究
は
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ

て
望
ま
し
い
政
策
的
選
択
肢
を
提
示
し
て
行
く
。
そ
こ
で
は
、
技
術

系
の
研
究
の
知
見
や
成
果
を
統
合
し
、
よ
り
有
機
的
な
構
造
に
組
み

上
げ
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
電
中
研
の
持
つ
「
知
の
融
合
と
結
晶

化
」
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
本
紙
読
者
諸
氏
の
御
指

導
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）　

　
　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
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